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第 20 回 HLA-QCワークショップレポート

第 20回 HLA-QCワークショップレポート 
―全体経過及び QCWS試料の総合結果―

中島　文明1)

1) 日本赤十字社　血液事業本部　中央血液研究所

日本組織適合性学会　組織適合性技術者認定制度委員会　QCWS部会 #

1．ワークショップの経過

平成 28年 1月に第 20回 HLA-QCWSの開催及び参加

案内を，学会誌及び学会ホームページ（以下，学会 HP）

に掲載し，平成 28年 2月までに 76施設からの参加申し

込みがあった（表 1）。参加内容の詳細は DNA-QC：71

施設，抗体 QC：58施設，クロスマッチ（日本移植学会

連携クロスマッチ含む）：53施設である。また，QCWS

参加希望施設からの連絡及びデータ収集等については，

電子メール主体に実施した。

DNA-QC及び抗体 QCに用いる試料の選択は，第 24

回大会会期中に開催した QCWS部会で協議した基本的

な方針に従い行った。また，各施設から提出された結果

の解析は，検査法別と臨床部門別に解析を行うこととし，

臨床部門（以下 4部門，輸血，臓器移植，造血幹細胞移

植，その他（研究等））については，参加申込書の記載

に従った。

4月 11日に試料を発送し，4月 19日に QCWS結果入

力用のシートファイルを参加施設にメール配信した。結

果提出の締切りを 5月 28日に設定し，6月 2日までに

全施設から結果が提出された。6～ 7月中に提出データ

の確認と生データの集約作業を終了し，7月 19日に各

解析担当者に解析用データを配布した。

8月中に各検査法別の解析を一旦締め切り，解析結果

の公表内容を統一化する目的で総合解析担当と各検査法

解析担当者間で解析結果の取り纏めについてメールでの

ディスカッションを行った。平成 28年 9月中旬までに，

最終報告データを作成し，解析結果をホームページで公

開し，参加者が必要に応じてダウンロード出来るように

した。同時にデータ集を CD-Rで配布した。また，解析

結果は QCWS集会での報告及び本学会誌（MHC）への

掲載を行った。

2．QCWSのテーマ及び試料選択について

DNA-QCのテーマは，①正確な DNAタイピングが出

来ること，② DNAタイピング結果の表記を正しく記述

できること，③学会の表記法に従い正確に表記すること，

④ DNAタイピング結果に対応した HLA抗原型に正確

に読替えること，⑤日本人集団における ambiguityとな

るアリルの解説の 5点とした。試料は，前年度の QCWS

部会で協議した「日本人由来の細胞で高頻度に検出され

る HLA型であること」，「日本人由来で稀な HLAアリ

ルであること」の要件に合う細胞を 4種類購入し，抽出

した DNAの配布を行った。これとは別に，データ収集

の目的で，各施設で陰性コントロールのデータ取得につ

いて任意参加を呼びかけた。
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抗体 QCのテーマは，①抗体検出が正確に行えること，

②エピトープと許容抗原により正確な抗体特異性解析が

行えること，③検査結果から導かれる総合判定結果を正

しく報告できることの 3点とし，テーマに沿った 4検体

を選択し，配布することとした。また，配布する検体は，

「日本人に通常検出される抗 HLA抗体であること」と

した。

交差適合試験については，本年も参加希望施設からの

募集参加として以下の 2通り実施することを参加申込み

時に受け付けた。

①配布した抗体 QCの検体と各施設で準備した細胞での

ダイレクトクロスマッチ

②抗体 QC試料と DNA-QC試料の測定結果による仮想

クロスマッチ

また，日本移植学会連携クロスマッチでは，抗体 QC

で使用する試料を一部共用して実施した。

3．解析方法

冒頭に参考マニュアルの趣旨説明をした後，DNAタ

イピング結果解析（DNA-QC）と抗体検査結果解析（抗

体 QC）に分け，それぞれ試料説明，総合解析，検査方

法別解析の順に報告した。総合解析では部門別解析と評

価結果に加え，DNA-QCでは表記法，抗体 QCでは不一

致原因など問題点を提起しディスカッションした後，検

査方法別解析で説明する形とした。

各解析分担項目と解析担当者（所属）は，以下のとお

りである。近年，ルミネックス法の参加数が増加しデー

タ量が膨大になるため，DNA-QCでは① LABTypeと②

WAKFlow・Genosearch，抗体 QCでは① LABScreenと

②WAKFlowに担当を分割して解析した。

1）DNAタイピング結果解析

・試料説明

　HLA研究所　田中　秀則

・総合解析（部門別含む）

　九州ブロック血液センター　黒田ゆかり

・SSP法

　大阪府立急性期・総合医療センター　高山　智美

・SSO（ルミネックス）法①

　東京女子医大　石塚　　敏

・SSO（ルミネックス）法②

　ジェノダイブファーマ　奥平　裕子

・SBT（Sanger，NGS）法

　HLA研究所　小島　裕人

表 1　第 20回 HLA-QCWS参加施設
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2）抗体検査結果解析

・試料説明

　中央血液研究所　中島　文明

・総合解析（部門別含む）

　近畿ブロック血液センター　高　　陽淑

・FCM（FlowPRA）法

　福岡赤十字病院　金本　人美

・ルミネックス法①

　帝京大学医学部附属病院　蟹井はるか

　　前島理恵子

　　藤原　孝紀

・ルミネックス法②

　関東甲信越ブロック血液センター　小林　洋紀

・その他抗体検査法，クロスマッチ

　中央血液研究所　中島　文明

・移植学会連携全血クロス

　福岡赤十字病院　橋口　裕樹

4．QCWS試料の総合結果

配布したDNA及び抗体試料について，本ワークショッ

プで解析された総合結果を示す。

DNA試料は，主に参加各施設の結果から総合的にリ

アサインし，Ambiguityを可能な限り回避するため，

HLA-A, B, C, DRB1, DPB1（一部）アリルについて日本

赤十字社中央血液研究所で 1本鎖 DNAに分離後，

IMGT/HLA 3.24.0（2016-04）を参照ライブラリーとして

塩基配列を再確認した。表記は本学会 HLA標準化委員

会のアリル表記法と結果報告の原則（2010年版　改訂1.1

版）に従い記載した（表 2）。

抗体試料は，参加各施設の総合判定結果を集計し，

HLA遺伝子頻度 0.1%以上の抗原に対する反応と 0.1%

未満の抗原に対する反応に分けて記載した。スコア「8」

は 3分の 2以上の参加施設が陽性判定した抗原，スコア

「1」は 3分の 2以上の参加施設が陰性判定した抗原，ス

コア「4」はどちらも 3分の 2に達しない抗原として表

示した。HLA遺伝子頻度は日本赤十字社で公開されて

いる造血幹細胞移植情報サービスの統計資料を参照した

（http://www.bmdc.jrc.or.jp/generalpublic/statistics.html#an1）

（表 3）。

各施設の提出結果の再確認，精度管理及び技術向上に，

これらの結果と残余試料を活用していただきたい。

表 2　第 20回 HLA-QCワークショップレポート：DNA試料の総合結果
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表 3　第 20回 HLA-QCワークショップレポート：抗体試料の総合結果


